
  

 

  

プログラミング教育の補助システムの補助システム補助システムシステム
の補助システム提案

C1172081 　山口円馨

プログラミング教育の補助システムの提案の補助システムの提案補助システムの提案システムの提案の補助システムの提案提案
を発表します。発表します。します。

  

 

  

背景と現状と現状現状

背景と現状
✔ 2020 年度からからプログラミング教育の補助システムが必修化必修化

現状ならびに調査調査
✔ 教員のの補助システム 98% が必修化不安と回答と現状回答
✔ 基礎プログラミングでの調査プログラミングでの補助システム調査

まずは背景と現状についてです。背景と現状についてです。と現状についてです。現状についてです。についてです。
背景と現状についてです。と現状についてです。しては背景と現状についてです。、今年からプログラミング教今年からプログラミング教からプログラミング教プログラミング教
育の補助システムの提案が小学校からの必修科目になります。小学校からの必修科目になります。からプログラミング教の補助システムの提案必修科目になります。になります。

また、今年からプログラミング教背景と現状についてです。に対しての現状ですが、しての補助システムの提案現状についてです。ですが小学校からの必修科目になります。、今年からプログラミング教
教員のの補助システムの提案 98%が小学校からの必修科目になります。不安と感じていることや、後と現状についてです。感じていることや、後じていること現状についてです。や、今年からプログラミング教後
に説明する基礎プログラミングでの調査かする基礎プログラミングでの調査かプログラミングでの補助システムの提案調査かか
らプログラミング教不安と感じていることや、後が小学校からの必修科目になります。伺えました。えました。

次のスライドから詳しく説明します。の補助システムの提案スライドから詳しく説明します。からプログラミング教詳しく説明します。しく説明します。説明する基礎プログラミングでの調査かします。



  

 

  

アンケート概要概要

目的 : プログラミングへの補助システム意識調査

対象 :2019 年度から基礎プログラミングでの調査プログラミング II を受講受講
する学生学生

人数 :203 名

設問 : 自由記載形式１問、選択肢形式 4 問

基礎プログラミングでの調査かプログラミングでの補助システムの提案アンケートは、は背景と現状についてです。、今年からプログラミング教
意識調査かの補助システムの提案ために行いました。いました。
対しての現状ですが、象は２０１９年度の基礎プログラミングは背景と現状についてです。２０１９年度の基礎プログラミング年からプログラミング教度の基礎プログラミングの補助システムの提案基礎プログラミングでの調査かプログラミング II
を発表します。受講する学生で、する学生で、で、今年からプログラミング教

人数はは背景と現状についてです。 203名です。です。
アンケートは、内容は、自由記載形式が１問は背景と現状についてです。、今年からプログラミング教自由記載形式が１問が小学校からの必修科目になります。１問
と現状についてです。、今年からプログラミング教選択肢形式が１問が小学校からの必修科目になります。４問です。問です。

  

 

  

アンケート概要結果１
入学までに調査プログラミング経験がが必修化

ある学生か

選択肢で選んでもらプログラミング教う質問の１つ目が入学質問の補助システムの提案１つ目になります。が小学校からの必修科目になります。入学
までにプログラミング経験があるかです。が小学校からの必修科目になります。あるかです。
ここでは背景と現状についてです。、今年からプログラミング教〜％が小学校からの必修科目になります。無いと答えました。いと現状についてです。答えました。えました。



  

 

  

アンケート概要結果２
プログラミングの補助システム難易度からは

どれぐらいか

次のスライドから詳しく説明します。が小学校からの必修科目になります。、今年からプログラミング教プログラミングの補助システムの提案難易度の基礎プログラミングは背景と現状についてです。どれぐらプログラミング教
いか。です。

ここでは背景と現状についてです。、今年からプログラミング教難しいと現状についてです。考えている結果が約えている結果が約が小学校からの必修科目になります。約
〜％でした。

  

 

  

アンケート概要結果３
プログラミングで難しいと現状感じる点はじる学生点はは

どこか

次のスライドから詳しく説明します。に、今年からプログラミング教プログラミングで難しいと現状についてです。感じていることや、後じる点
は背景と現状についてです。どこか、今年からプログラミング教です。ここでは背景と現状についてです。３つの補助システムの提案具体的なな
選択肢を発表します。設けましたが、同じ割合になりまけましたが小学校からの必修科目になります。、今年からプログラミング教同じ割合になりまじ割合になりまになりま
した。



  

 

  

プログラミングに調査ついてどう感じますか感じる点はじますか
( 自由記載欄 )

難しい

使うか分からないう感じますかか分からないからない

そもそも分からないかっていない ( 一部抜粋 )

一方でで ...

達成感じる点はが必修化ある学生

動いたら面白い・楽しいいたら面白い・楽しいい・楽しい楽しいしい ( 一部抜粋 )

自由記載欄では、プログラミングについてでは背景と現状についてです。、今年からプログラミング教プログラミングについて
どう質問の１つ目が入学感じていることや、後じますか、今年からプログラミング教と現状についてです。いう質問の１つ目が入学質問を発表します。しました。

ここでは背景と現状についてです。、今年からプログラミング教難しい、今年からプログラミング教使うかわからない、そう質問の１つ目が入学かわからプログラミング教ない、今年からプログラミング教そ
もそもわかっていない、今年からプログラミング教、今年からプログラミング教と現状についてです。いった意見がが小学校からの必修科目になります。
多く見られましたが、く説明します。見がらプログラミング教れましたが小学校からの必修科目になります。、今年からプログラミング教

その補助システムの提案一方で、達成感がある。動いたら面白で、今年からプログラミング教達成感じていることや、後が小学校からの必修科目になります。ある。動いたら面白いたらプログラミング教面白
いなどの補助システムの提案ポジティブな意見もありました。な意見がもありました。

  

 

  

教員のの補助システム声

「個人の補助システム採点はは容易だが必修化、母数が必修化増えると途端える学生と現状途端
に調査作業量が多くなるが必修化多くなるくなる学生」

「実際に添付されたコードを見ただけで判別はに調査添付されたコードを見ただけで判別はされたコードを見ただけで判別はを受講見ただけで判別はただけで判別はは
出来るが、る学生が必修化、出来るが、ないもの補助システムは保存して実行するたして実行するたする学生た
め手間はかかる手間はかかるはかかる学生」

また、今年からプログラミング教講する学生で、義を担当する教員に聞き取り調査を発表します。担当する教員に聞き取り調査する教員のに聞き取り調査き取り調査取り調査り調査か
を発表します。すると現状についてです。、今年からプログラミング教

個人の補助システムの提案母数はが小学校からの必修科目になります。増えると作業が多い、やえると現状についてです。作業が多い、やが小学校からの必修科目になります。多く見られましたが、い、今年からプログラミング教や
難しいプログラムの提案になるほど、今年からプログラミング教実際に動かに動いたら面白か
すこと現状についてです。もあるため、今年からプログラミング教評価に手間がかかるに手間がかかるが小学校からの必修科目になります。かかる

などの補助システムの提案意見がが小学校からの必修科目になります。ありました。



  

 

  

問題点はの補助システム発見ただけで判別は

▶ 学生側
✔ 苦手意識が必修化ある学生
✔ エラー文の解読が出来ないの補助システム解読が出来ないが必修化出来るが、ない

✔ 全体的に調査意識向上が見られないが必修化見ただけで判別はられない

▶ 教員の側
✔ プログラムの補助システム評価の手間が大きいの補助システム手間はかかるが必修化大きいきい

以上の結果を受けて、学生側と教員側に見の補助システムの提案結果が約を発表します。受けて、今年からプログラミング教学生で、側と教員側に見と現状についてです。教員の側と教員側に見に見が
らプログラミング教れる問題を発見しました。を発表します。発見がしました。

学生で、側と教員側に見は背景と現状についてです。、今年からプログラミング教苦手意識が小学校からの必修科目になります。ある、今年からプログラミング教エラー文の解の補助システムの提案解
読ができない。全体的に向上意識が見られが小学校からの必修科目になります。でき取り調査ない。全体的なに向上の結果を受けて、学生側と教員側に見意識が小学校からの必修科目になります。見がらプログラミング教れ
ないなどの補助システムの提案問題を発見しました。が小学校からの必修科目になります。ありました。

教員の側と教員側に見は背景と現状についてです。、今年からプログラミング教プログラムの提案の補助システムの提案評価に手間がかかるの補助システムの提案手間がかかるが小学校からの必修科目になります。大きき取り調査
いと現状についてです。いう質問の１つ目が入学問題を発見しました。が小学校からの必修科目になります。ありました。

  

 

  

提案

▶ 学生側の補助システム問題を受講解決する提案する学生提案
✔ エラー分からないの補助システム出力を見やすく表示を受講見ただけで判別はやすく表示

✔ プログラムを受講使うか分からないう感じますか想定を表示を受講表示

▶ 教員の側の補助システム問題を受講解決する提案する学生提案
✔ 情報をを受講分からないかりやすく管理・楽しい表示

その補助システム他にも補助のシステムを作成に調査も補助システムの補助システムシステムを受講作成 ...

そこで、今年からプログラミング教この補助システムの提案システムの提案では背景と現状についてです。どちらプログラミング教の補助システムの提案問題を発見しました。も
改善して、よりプログラミングを学びやすして、今年からプログラミング教よりプログラミングを発表します。学びやす
い動いたら面白き取り調査や表します。示を行うことを目的としましを発表します。行いました。う質問の１つ目が入学こと現状についてです。を発表します。目になります。的なと現状についてです。しまし
た。

システムの提案では背景と現状についてです。、今年からプログラミング教学生で、側と教員側に見の補助システムの提案問題を発見しました。を発表します。解決するたするた
めに、今年からプログラミング教

エラー分の出力を見やすく表示することの補助システムの提案出力を見やすく表示することを発表します。見がやすく説明します。表します。示を行うことを目的としましすること現状についてです。
や、今年からプログラミング教プログラムの提案を発表します。使うかわからない、そう質問の１つ目が入学想定を表示。を発表します。表します。示を行うことを目的としまし。

教員の側と教員側に見の補助システムの提案問題を発見しました。を発表します。解決するたするために、今年からプログラミング教
情報を分かりやすく管理・表示することをを発表します。分の出力を見やすく表示することかりやすく説明します。管理・表します。示を行うことを目的としましすること現状についてです。を発表します。
提案し、今年からプログラミング教作成しました。

その補助システムの提案他にも学びやすい環境を独自に考えてにも学びやすい環境を独自に考えてを発表します。独自に考えている結果が約えて
追加していきました。していき取り調査ました。



  

 

  

システムの補助システム完成図１
エディタページ

実際に動かに作ったシステムの提案について説明する基礎プログラミングでの調査かしま
す。

最初に使う側が見るページとなるエディタに使うかわからない、そう質問の１つ目が入学側と教員側に見が小学校からの必修科目になります。見がるページと現状についてです。なるエディタ
ページでは背景と現状についてです。、今年からプログラミング教ユーザ名の入力やプログラム名です。の補助システムの提案入力を見やすく表示することやプログラムの提案
の補助システムの提案入力を見やすく表示することを発表します。行いました。います。

またこの補助システムの提案ページに、今年からプログラミング教問題を発見しました。文の解と現状についてです。、今年からプログラミング教正しいプロしいプロ
グラムの提案を発表します。実行いました。した時の出力結果や、どうの補助システムの提案出力を見やすく表示すること結果が約や、今年からプログラミング教どう質問の１つ目が入学
いった場面でこの補助システムの提案動いたら面白き取り調査を発表します。するプログラムの提案が小学校からの必修科目になります。
使うかわからない、そわれるかの補助システムの提案想定を表示。が小学校からの必修科目になります。表します。示を行うことを目的としましされます。

これにより、今年からプログラミング教どう質問の１つ目が入学いった場面で使うかわからない、そう質問の１つ目が入学かわか
らプログラミング教ない、今年からプログラミング教と現状についてです。いった意見がの補助システムの提案答えました。えを発表します。出し、今年からプログラミング教また
この補助システムの提案ページ内で問題を発見しました。を発表します。見がる、今年からプログラミング教プログラムの提案を発表します。
打ち込むと行った動作を一気に行うことがち込むと行った動作を一気に行うことがむと現状についてです。行いました。った動いたら面白作を発表します。一気に行うことがに行いました。う質問の１つ目が入学こと現状についてです。が小学校からの必修科目になります。
出来ます。ます。

  

 

  

システムの補助システム完成図２
プログラム実行するたページ

次のスライドから詳しく説明します。に、今年からプログラミング教エディタページに打ち込むと行った動作を一気に行うことがち込むと行った動作を一気に行うことがんだプログプログ
ラムの提案を発表します。実行いました。し、今年からプログラミング教判定を表示。するプログラムの提案実行いました。
ページの補助システムの提案説明する基礎プログラミングでの調査かです。

ここでは背景と現状についてです。、今年からプログラミング教入力を見やすく表示することされたプログラムの提案の補助システムの提案出力を見やすく表示すること結
果が約が小学校からの必修科目になります。表します。示を行うことを目的としましされます。成功していた場合にはしていた場合になりまには背景と現状についてです。
成功していた場合にはの補助システムの提案文の解字が表示され、プログラム文とが小学校からの必修科目になります。表します。示を行うことを目的としましされ、今年からプログラミング教プログラムの提案文の解と現状についてです。
ユーザ名の入力やプログラム名です。が小学校からの必修科目になります。データベースに登録されます。されます。

間がかかる違えていた場合はエラー文を表示しまえていた場合になりまは背景と現状についてです。エラー文の解を発表します。表します。示を行うことを目的としまししま
す。



  

 

  

プログラム実行するたページで
エラー文の解読が出来ないが必修化表示された場合

エラー文の解が小学校からの必修科目になります。表します。示を行うことを目的としましされた場合になりまの補助システムの提案画面です。
エラー文の解の補助システムの提案説明する基礎プログラミングでの調査かは背景と現状についてです。日本語で行い、またそので行いました。い、今年からプログラミング教またその補助システムの提案
文の解字が表示され、プログラム文とを発表します。クリックすること現状についてです。で Googleの補助システムの提案検索画
面を発表します。開くことが出来ます。く説明します。こと現状についてです。が小学校からの必修科目になります。出来ます。ます。

これにより、今年からプログラミング教エラー文の解が小学校からの必修科目になります。読ができない。全体的に向上意識が見られめないの補助システムの提案問題を発見しました。
と現状についてです。、今年からプログラミング教また調べる手間がかかるを発表します。省いています。いています。

  

 

  

システムの補助システム完成図３
個人評価の手間が大きい確認ページページ

最後に、今年からプログラミング教成功していた場合にはしたプログラムの提案文の解を発表します。確認できでき取り調査
る個人評価に手間がかかる確認できページです。

この補助システムの提案ページは背景と現状についてです。教員のが小学校からの必修科目になります。閲覧し、どういったプし、今年からプログラミング教どう質問の１つ目が入学いったプ
ログラムの提案文の解で正しいプロ解したかを発表します。確認できでき取り調査ます。
ここに表します。示を行うことを目的としましされている時の出力結果や、どう点でプログラムの提案は背景と現状についてです。
正しいプロ解の補助システムの提案動いたら面白き取り調査を発表します。しているの補助システムの提案で、今年からプログラミング教本当する教員に聞き取り調査に動いたら面白く説明します。か
動いたら面白かないか、今年からプログラミング教の補助システムの提案確認できは背景と現状についてです。行いました。う質問の１つ目が入学必要がありませが小学校からの必修科目になります。ありませ
ん。また、今年からプログラミング教人数はが小学校からの必修科目になります。増えると作業が多い、やえると現状についてです。一気に行うことがに見がるプロ
グラムの提案が小学校からの必修科目になります。多く見られましたが、く説明します。なるため、今年からプログラミング教名です。前でどういったでどう質問の１つ目が入学いった
プログラムの提案を発表します。打ち込むと行った動作を一気に行うことがち込むと行った動作を一気に行うことがんだプログかを発表します。検索出る検索
窓を設置しました。を発表します。設けましたが、同じ割合になりま置しました。しました。



  

 

  

基礎プログラミングでの調査プログラミングでの補助システム運用

実施回数 : 4 回

時間はかかる :10 分からない

人数 : 約 40 人

設問 1:1 から 1000 の補助システム数を受講表示しなさい

設問 2:1 から 1000 の補助システム数の補助システムう感じますかち、偶数の補助システムみ表示しなさい表示しなさい

設問 3:1 から 1000 の補助システム数の補助システムう感じますかち、 3 の補助システム倍数の補助システムみ表示しなさい「ばか」と現状
表示しなさい

設問 4:1 から 1000 の補助システム数の補助システムう感じますかち、 3 の補助システム倍数の補助システムみ表示しなさい「わん」と現状
表示しなさい

次のスライドから詳しく説明します。にレジュメには載っていないのですが、には背景と現状についてです。載っていないの補助システムの提案ですが小学校からの必修科目になります。、今年からプログラミング教
基礎プログラミングでの調査かプログラミング IIで実際に動かにシステムの提案を発表します。
運用したので、内容と結果を説明します。したの補助システムの提案で、今年からプログラミング教内容は、自由記載形式が１問と現状についてです。結果が約を発表します。説明する基礎プログラミングでの調査かします。

まず、今年からプログラミング教実施回数はは背景と現状についてです。週ごとに４回で、時間はごと現状についてです。に４問です。回で、今年からプログラミング教時の出力結果や、どう間がかかるは背景と現状についてです。
１０分の出力を見やすく表示すること程度の基礎プログラミングでした。受講する学生で、する学生で、約４問です。０人
に同じ割合になりま時の出力結果や、どうに使うかわからない、そってもらプログラミング教いました。

設けましたが、同じ割合になりま問は背景と現状についてです。主にに 1からプログラミング教 1000を発表します。表します。示を行うことを目的としましし、今年からプログラミング教階数はごと現状についてです。
に条件を増やしました。を発表します。増えると作業が多い、ややしました。

  

 

  

運用して起こった問題こった問題

▶ エラーが必修化発生しないプログラム文の解読が出来ないが必修化あった

▶ ユーザ名検索が使えなかった名検索が使えなかったが必修化使うか分からないえなかった

▶ サーバ過負荷過負荷に調査よりシステムが必修化ダウンした

次のスライドから詳しく説明します。に、今年からプログラミング教結果が約です。結果が約的なには背景と現状についてです。、今年からプログラミング教システムの提案に
求めていた動きを確認することが出来ましめていた動いたら面白き取り調査を発表します。確認できすること現状についてです。が小学校からの必修科目になります。出来ます。まし
た。

一方で、達成感がある。動いたら面白で問題を発見しました。も起こりました。こりました。

まず、今年からプログラミング教プログラムの提案が小学校からの必修科目になります。失敗しているのにエしているの補助システムの提案にエ
ラー文の解が小学校からの必修科目になります。表します。示を行うことを目的としましされないもの補助システムの提案が小学校からの必修科目になります。ありました。
whileなどの補助システムの提案制御構造を使う際に演算子を間を発表します。使うかわからない、そう質問の１つ目が入学際に動かに演算子を間を発表します。間がかかる
違えていた場合はエラー文を表示しまえたこと現状についてです。で起こりました。こりました。

次のスライドから詳しく説明します。に、今年からプログラミング教学生で、側と教員側に見にユーザ名の入力やプログラム名です。を発表します。学籍番号で固定で固定を表示。
すること現状についてです。を発表します。伝え忘れたため、各自が任意のえ忘れたため、各自が任意のれたため、今年からプログラミング教各自が小学校からの必修科目になります。任意の補助システムの提案
文の解字が表示され、プログラム文と列を入力したため、ユーザ名検索が行を発表します。入力を見やすく表示することしたため、今年からプログラミング教ユーザ名の入力やプログラム名です。検索が小学校からの必修科目になります。行いました。
なえませんでした。

システムの提案と現状についてです。しては背景と現状についてです。、今年からプログラミング教４問です。０人が小学校からの必修科目になります。一斉に使うこに使うかわからない、そう質問の１つ目が入学こ
と現状についてです。で動いたら面白作が小学校からの必修科目になります。一気に行うことがに遅くなったり、動かなくく説明します。なったり、今年からプログラミング教動いたら面白かなく説明します。
なったりしました



  

 

  

今後の課題の補助システム課題

▶ 課題

脆弱性への補助システム配慮
✔ テスト概要を受講行するたう感じますか
✔ 運用する学生環境に応じてに調査応じてじて対策を講じるを受講講じる学生

▶ 使うか分からない用する学生条件の発見の補助システム発見ただけで判別は
✔ 機能を見直すを受講見ただけで判別は直すす

この補助システムの提案システムの提案を発表します。作って実際に動かに運用したので、内容と結果を説明します。した上の結果を受けて、学生側と教員側に見
で、今年からプログラミング教今後の補助システムの提案課題を発見しました。と現状についてです。展望です。です。

課題を発見しました。と現状についてです。しては背景と現状についてです。、今年からプログラミング教脆弱性への配慮がありまへの補助システムの提案配慮がありまが小学校からの必修科目になります。ありま
す。プログラムの提案を発表します。入力を見やすく表示することする場所に悪意のあに悪意の補助システムの提案あ
る文の解字が表示され、プログラム文と列を入力したため、ユーザ名検索が行を発表します。入力を見やすく表示することすること現状についてです。で、今年からプログラミング教意図しない動しない動いたら面白
き取り調査を発表します。する可能性への配慮がありまが小学校からの必修科目になります。あります、今年からプログラミング教この補助システムの提案対しての現状ですが、策を運を発表します。運
用したので、内容と結果を説明します。する環境を独自に考えてに応じて考えます。現時点ではじて考えている結果が約えます。現時の出力結果や、どう点では背景と現状についてです。
大き学の補助システムの提案 roy環境を独自に考えての補助システムの提案よう質問の１つ目が入学な閉鎖的なな場所に悪意のあで使うかわからない、そ
う質問の１つ目が入学こと現状についてです。を発表します。前でどういった提にします。
運用したので、内容と結果を説明します。した際に動かの補助システムの提案エラー文の解が小学校からの必修科目になります。でないプログラムの提案
に関しては対策が難しいので、そちらも考しては背景と現状についてです。対しての現状ですが、策を運が小学校からの必修科目になります。難しいの補助システムの提案で、今年からプログラミング教そちらプログラミング教も考えている結果が約
えていき取り調査ます。

また、今年からプログラミング教使うかわからない、そう質問の１つ目が入学際に動かにユーザ名の入力やプログラム名です。の補助システムの提案統一を発表します。図しない動るな
ど、今年からプログラミング教予め条件を決めてつかわなければ意味め条件を増やしました。を発表します。決するためてつかわなければ意味意味
の補助システムの提案ない機能もあるため、今年からプログラミング教どう質問の１つ目が入学いった条件を増やしました。か
も考えている結果が約える。

  

 

  

展望

▶展望

運用を受講見ただけで判別は据えてえてシステムの補助システム構築
✔ 教員のが必修化問題を受講挿入する学生ため手間はかかるの補助システムページ作成
✔ 実際に添付されたコードを見ただけで判別はに調査運用した上が見られないで出てくる学生新しい問題への対応しい問題への補助システム対応じて

展望です。と現状についてです。しては背景と現状についてです。、今年からプログラミング教実際に動かに運用したので、内容と結果を説明します。すること現状についてです。を発表します。見が据
えてシステムの提案を発表します。見が直します。します。

自由に入力を見やすく表示すること可能な問題を発見しました。文の解やプログラムの提案の補助システムの提案想
定を表示。の補助システムの提案場所に悪意のあを発表します。入力を見やすく表示することする教員のページと現状についてです。、今年からプログラミング教実際に動かに
使うかわからない、そい、今年からプログラミング教使うかわからない、そった側と教員側に見の補助システムの提案意見がを発表します。聞き取り調査いた上の結果を受けて、学生側と教員側に見で分の出力を見やすく表示することかる
新しい問題の対策を考えていきます。しい問題を発見しました。の補助システムの提案対しての現状ですが、策を運を発表します。考えている結果が約えていき取り調査ます。



  

 

  

参考文の解読が出来ない献

文の解読が出来ない部科学省 ."「高等学校学習指導要領」 (平成 30 年告示 )(2019)". 
(参照2019-12-3).

文の解読が出来ない部科学省 ." 小学校プログラミング必修化に調査向けて ". 
http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/004/sir
yo/__icsFiles/afieldfile/2018/10/05/1409851_6.pdf. (参照 
2019-11-15).

ReseMom." 小学校の補助システムプログラミング教育の補助システム、先生の補助システム 98% が必修化「授業の補助システム 
実施に調査不安と回答」 ".https://resemom.jp/article/2019/04/26/50334.ht
ml.(参照2019-11-18).

中西渉 ."Webブラウザ名検索が使えなかった上が見られないの補助システムプログラミング学習環境に応じて WaPEN の補助システム改良
". 情報を教育の補助システムシンポジウム論文の解読が出来ない集 .2019,130-135,(参照 2019-11-
12).

参考えている結果が約文の解献は以下のとおりです。は背景と現状についてです。以下のとおりです。の補助システムの提案と現状についてです。おりです。


